
 

 

 

学校名：県立中原支援学校  

 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 15 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27 実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

 
 
児童・生徒が主
体的に学び行動
し、対話的に学
び高めあう力を
育み、地域の資
源等を活用した
活動を取り入
れ、社会に開か
れた教育課程を
編成する。 

 

 

①  
② ①児童・生徒の

「主体的・対話的
で深い学び」を実
現するための授業
を実践する。 
 
 
 
②地域資源を活用
した授業の実践や
近隣の学校等との
交流及び共同学習
を継続・発展させ
る。 

 
①授業改善に向けた工
夫点や改善点など、校
内研究で検討した内容
を踏まえた指導案を作
成し、教員一人 1 回研
究授業を行い、「主体
的・対話的で深い学
び」の授業実践に繋げ
る。 

 
②地域の資源や外部講
師を活用した授業を発
展させると共に近隣の
学校との交流の仕方を
検討し、より充実でき
るようにする。 

①  
② ①教員一人 1 回研究

授業を行い、研究で
取り組んだ内容に基
づいて授業を行うこ
とができたか。また
児童・生徒の「主体
的・対話的で深い学
び」が実現できた
か。 
 
②地域の資源等を活
用した授業を実践す
ることができたか。
また新しい形での近
隣の学校等との交流
を行うことができた
か。 

 
①一人１回の研究授
業の実施率は 96.6％
（ 令 和 ４ 年 度
63.7％）。可能な限
り、お互いに研究授
業を参観しあい、
「主体的・対話的で
深い学び」の視点で
協議・助言等を行っ
た。 
②５月以降、地域の
小・中・高等学校と
対面での交流ができ
た。また、外部講師
を活用した授業を実
施することで、児童
生徒はさまざまな経
験をすることができ
た。 

 
①「主体的・対話的
で深い学び」をテー
マとした３年間の研
究を今後どのように
授業に生かすか、検
討する必要がある。 
 
 
 
 
②地域の学校等の交
流は、充実をめざし
て内容をさらに検討
する必要がある。ま
た校内での児童生徒
同士の交流の広がり
を求める意見がある
ので、検討してい
く。 

 
①評価方法として、どの
ような力が身についた
か、具体的に示せると良
い。 
〈保護者アンケート〉 
「わかりやすい授業」 
肯定的な意見 90.7％ 
「授業の工夫」 
肯定的な意見 87.9％ 
 
②地域へ向けての情報発
信の方法も工夫してほし
い。 
〈保護者アンケート〉
「地域との連携」 
肯定的な意見 70.1％ 
 
 
 

 
①公開授業研究会で
は、校内外の参加者と
の協議や講師からの助
言で、教員の学びも深
めることができた。３
年間の研究の成果もあ
り、授業改善に繋がっ
た。 
 
 
②コロナ禍の間できな
かった対面での交流が
実現できたことで一定
の成果があった。外部
講師を活用した授業も
定着してきている。 

 
①次年度から４年間
にわたるテーマを設
定して研究を進めて
いくが、「主体的・
対話的で深い学び」
は授業改善の視点と
して取り入れる。 
 
②地域資源の活用に
ついては、まだ十分
とはいえないという
反省もあるので、地
域の学校等に引き続
き働きかけ、検討し
ていく。また校内で
は、部門を超えた交
流を計画的に行って
いく。 

２ 
児童・生徒指

導・支援 

 

 

 

児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じた専門性
の高い指導を行
うと共に校内指
導体制をさらに
整備する。 
 

 

 

 
①児童・生徒の一
人ひとりのニーズ
を把握し、指導・
支援の充実に向け
て校内で組織的に
取り組む。 
 
②児童・生徒の実
態に応じて、ICT
機器を活用し、教
育内容の充実を図
る。 

 
①校内の支援体制を整
理し、校内外支援担当
と「学部コーディネー
ター」が連携して、ケ
ース会の実施や児童・
生徒の指導・支援を行
う。 
 
②「ICT プロジェク
ト」チームを中心に視
線入力装置や「iPad」
等の ICT 機器の活用を
推進し、授業や日常生
活の指導に取り入れ
る。 
 

 
①ケース会や児童生
徒の支援について、
校内外支援担当等と
連携して、組織的に
取り組むことができ
たか。 
 
②視線入力装置や
「iPad」を使用した
指導方法についての
研修会を実施するこ
とができたか。また
児童・生徒の実態に
応じて、ICT 機器を
活用することができ
たか。 

 
①校内外支援担当者
が、担当以外の学年
の状況について把握
できるように情報交
換フォルダを作成し
た。学部コーディネ
ーターが学部研修会
や学部の事例検討会
を計画、実施するこ
とができた。 

 
②プロジェクトチー
ムやＩＣＴ支援係
で、研修会を実施す
ることができた。授
業の様々な場面で活
用が広がってきてい
る。 

 
①情報交換フォルダ
の有効な活用までは
至っていない。学部
コーディネーターの
ケース会議での役割
を明確にする。 
 

 
②児童・生徒の実態
に応じた有効な活用
までには至っていな
い。教員のＩＣＴに
関する知識経験に差
がある。教員のボト
ムアップを図る必要
がある。 

 
①外部関係機関との連携
等組織的に関わっていけ
るように取り組んでいっ
てほしい。 
 
②ＩＣＴ機器は、コミュ
ニケーションツールとな
る。画像・映像を見た
り、調べたりという活用
方法が学びに繋がる。視
線入力装置等の機器が充
実できるように働きかけ
ることも必要である。
〈保護者アンケート〉 
「ＩＣＴ活用の充実」 
肯定的な意見 65.3％ 
わからない 23.3％ 

 
①校内のケース会で
は、学級担任だけでな
く専門職、養護教諭を
含めたチームで検討す
ることができた。 
 
 
 
 
②授業場面でのＩＣＴ
の活用については広が
ってきている。視線入
力装置等の活用が必要
な児童・生徒について
取り組みが進んでき
た。 

 
①外部機関等を交え
たケース会の必要性
が増えている。学部
コーディネーターも
積極的に携わり、ケ
ース会の運営等を行
う。 
 
 
②一人１台端末導入
に向けて研修を行
い、活用を広げてい
くとともに保護者等
に活用状況について
周知する。 

３ 進路指導・支援 

 

 

 

個々のライフキ
ャリア・ワーク
キャリアを見据
えた進路指導・
支援を行う。 

 
①一人ひとりの発
達段階に応じたキ
ャリア教育が実践
できるように保護
者・各関係機関等
と連携を取りなが
ら進路指導・支援
を進める。 
 
 

 
①進路説明会等の実施
方法、進路に関する情
報提供の方法を工夫し
て保護者への理解啓発
を図ると共に、個別面
談等を通して本人、保
護者、担任等で進路に
関する内容を共有す
る。 

 

 
①進路に関する保護
者説明会や見学会へ
の参加者を増やし、
理解啓発をさせるこ
とができたか。また
個別面談等で進路に
関して保護者と十分
に話し合いをするこ
とができたか。 

 

 
①保護者の情報提供
の方法の一つとし
て、進路ガイドブッ
クを改訂した。 
〈教員アンケート〉 
「進路に関する十分
な話し合い」 
肯定的な意見 84.4％ 
 
 

 
①進路ガイドブック
の有効な活用方法を
検討していくととも
に、保護者参加の説
明会や見学会の周知
を強化する。 
 
 
 
 

 
①企業、事業所も学校で
の進路指導、取組を知る
ことができるとよい。進
路ガイドブックを活用し
て、進路先の業種やその
業務に求められる人物像
などの情報もあると、保
護者にも伝わる。 
 
 

 
①進路に関する保護者
説明会や見学会の参加
者を増やし、情報提供
の充実に力を入れるこ
とができた。進路決定
に向けては、事前に進
路コーディネーターと
担任が情報共有をし、
保護者と面談をするこ
ともできた。 

 
①前年度より、保護
者の肯定的な意見は
増えているが、進路
指導についてさらに
充実を求める意見は
多いので、引き続き
取り組んでいく。 

 
 
 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 15 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27 実施） 成果と課題 改善方策等 

 
②児童・生徒が
「キャリア・パス
ポート」を活用で
きるように全学部
で取り組む。 

 
②実際に児童・生徒が
「キャリア・パスポー
ト」を活用する中で、
各学部で活用するため
の課題を整理し、改善
していく。 

 
②「キャリア・パス
ポート」を活用し、
有効な指導をするこ
とができたか。 
 

 
②昨年度、課題があ
った学部もシートを
作成したり、授業を
設定して、「キャリ
ア・パスポート」を
作成したりすること
ができた。 

 
②「キャリア・パス
ポート」の作成は進
んだが、児童・生徒
の指導に生かす方法
等の検討が必要であ
る。活用状況を確認
し、整理する。 
 

 
〈保護者アンケート〉
「児童生徒の実態に合っ
た進路指導」 
肯定的な意見 84.4％から
(令和 4年度 79.24％) 
「進路に関する十分な話
し合い」 
肯定的な意見 87.6％ 
(令和４年度 84.8％) 
 

 
②有効な活用ができて
いる学部もあり、教員
の 63.9％が活用に向け
て取組が進んだと評価
している。児童生徒の
自分自身の理解や、教
員の児童生徒の理解に
繋がったという成果も
ある。 
 

 
③有効な活用が十分
できている段階には
至っていないので、
引き続き取り組んで
いく。 

４ 地域等との協働 

 

 

 

地域のセンター
的機能の充実を
図るとともに、
共生社会の実現
のために地域と
連携した活動を
展開する。 

 

 

 
①地域に本校の持
つ資源を発信し、
地域のセンター的
機能としての役割
を果たす。 
 
 
②「地域に開かれ
た学校」を意識
し、地域、保護者
へ適時情報発信を
行う。 
 

 
①教材データベースを
作成しＨＰで情報を発
信したり、本校の地域
支援の内容について近
隣の学校等に周知した
りする。 

 
 

②定期的に情報を更新
したり、内容を見直し
たりして、学校への理
解を促進するためのＨ
Ｐや「Twitter」の充
実を図る。 

 
①教材データ等の情
報をＨＰで発信する
ことができたか。地
域支援のパンフレッ
ト等で本校のセンタ
ー的機能について地
域へ発信していくこ
とができたか。 
 
②ＨＰや「Twitter」
で有効な情報が発信
されたか。 

 
①教材教具等のデー
タをまとめ、整理す
ることができた。昨
年度までに集めたデ
ータは 11 月にホーム
ページに掲載するこ
とができた。センタ
ー的機能について
は、機会あるごとに
発信した。 
 
②年度途中から「Ｘ
(旧 Twitter)」の活
用を行わなかった
が、定期的に学校便
りや学年通信の発行
ができた。 

 
①教材データの収集
及び活用の周知につ
いては課題があっ
た。データの活用の
方法やホームページ
にアップした後の周
知の方法を検討して
いく。 
 
②「 Twitter」から
「Ｘ」に変更になっ
たことや校内の手続
きで時間を要するこ
とから即時に掲載す
ることが難しくなっ
た。情報発信の方法
を検討する必要があ
る。 

 
②どのような学校かわか
ると、地域住民も温かい
目で見守り続けることが
できるので、発信を続け
ていってもらえると良
い。 
 
②「Ｘ」以外に社協福祉
協議会のコーディネータ
ーに相談すると、学校行
事の参加、交流等を発信
してくれるので活用の一
つとなる。 
〈保護者アンケート〉 
「十分な情報発信」 
肯定的な意見 79.1％ 
（令和４年度 85.6％） 

 
①令和４年度までのデ
ータに加え、令和５年
度のデータを、３月に
ホームページに掲載す
ることができた。セン
ター的機能について機
会あるごとに紹介し、
活用を呼びかけること
ができた。 
 
②学校便りや学年通信
を定期的に発行し、必
要な情報を発信するこ
とができた。 

 
①次年度からは教材
教具展に出展された
教材等をまとめ、ホ
ームページに掲載す
る。また、活用が広
がるように地域の学
校等に紹介する。 

 
②情報発信につい
て、頻度や内容の充
実を求める意見が多
い。個人情報等の確
認を確実に行うとと
もにＨＰの充実を図
ることで、有効な情
報が発信できるよう
にする。 

５ 
学校管理 

学校運営 

 
 
 
 
 
保護者や地域か
ら信頼・信用さ
れる安心安全な
学校づくりを行
う。 
 
 

 

 
①教育環境の整備
に取り組み、児
童・生徒が安心安
全な学校生活を送
ることができるよ
うにする。 

 
②風通しのよい職
場づくりを促進
し、事故不祥事の
防止に努める。 

 

 
③児童・生徒の人
権を尊重し、安心
で居心地のよい学
校生活になるよう
にする。 

 
①耐震化工事に伴う教
育環境の変化の中で、
教育活動における動線
等の工夫等を行う。 
 
 
 
②連絡・報告・相談等
の意識を高め、「ヒヤ
リハット」等の報告等
を全職員で共有し、事
故・不祥事防止に向け
た啓発を継続して行
う。 

 
③人権尊重を推進する
一つとして「さん」付
け呼称を徹底する。 

 

 
①安心安全な環境を
保持することができ
たか。 
 
 
 
 
②事故・不祥事等を
防ぐことができた
か。 
 
 
 
 
 
③「さん」付け呼称
を確実に行うことが
できたか。 

 
①他学部と情報共有
を行いながら安全に
留意して教育活動を
行った。児童生徒が
安全に活動できるよ
うに導線を工夫し
た。 
 
②学年リーダー会や
学部でのアンケート
等で情報共有や改善
を行い、「ヒヤリハ
ット」等の防止と対
応策を話し合うこと
ができた。 
 
③朝の打ち合わせや
学部会で呼びかける
ことで、成果があっ
た。 
〈教員アンケート〉 
肯定的な意見 95.1％ 

 

 
①物品については、
整理整頓を心掛ける
必要がある。定期的
な安全点検と物品の
整理を行う。 

 
 
 
②継続的に取り組
み、事故不祥事が起
こらないようにする
必要がある。 

 
 

 
 
③学部により達成度
に若干、差がある。
介助員等へも呼びか
けを行ったが、徹底
されていないので引
き続き取り組む。 

 
①地域から苦情もなく無
事に工事が終わってよか
った。 
<保護者アンケート〉 
「施設設備の安全」 
肯定的な意見 76.9％ 

 
 

②ヒヤリハットは数が減
ればよいということでは
なく、多く出して共有し
ていくことも大切なので
引き続き取り組んでいっ
てほしい。不祥事防止の
ために、４月当初の話を
疎かにしないことが大事
である。 
 
③〈保護者アンケート〉 
肯定的な意見 92.6％ 
 

 
①耐震化工事に伴うス
クールバスの運行や引
っ越し後の教室等環境
整備について、十分検
討し、安全な環境を保
持することができた。 
 
 
②迅速な報告と情報共
有をし、研修を行うこ
とで、事故・不祥事が
起こらないように取り
組めた。 
 
 
 
③各学部で呼びかけ、
会議で達成状況を確認
することで、教員等に
は概ね定着した。 
 

 
①学校の環境整備に
ついては、今後も学
部と担当の分掌グル
ープ等が連携して安
全確認等を行ってい
く。 
 
 
②引き続き「ヒヤリ
ハット」報告を迅速
に行うと共に、定期
的に研修を行い、職
員の意識を高め、事
故防止に繋げられる
ようにする。 
 
③学校全体で確実に
できたという段階ま
では達成していない
ので、「さん」付け
呼称や丁寧な言葉で
の対応について、機
会を捉えて振り返り
ができるようにす
る。 

 

 
 


